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新型コロナウイルス感染への対応について（第１０報） 

～宿泊を伴う活動の自粛継続について～ 

 

日頃からスカウト運動にご尽力を頂き、心から感謝申し上げます。また、「スカウト活動における新型コロナウ

イルス感染拡大予防ガイドライン」にそって、感染防止対策に苦心されながら活動を再開頂き敬意を表します。 

日本連盟は「新型コロナウイルス感染への対応について（第１０報）」（７月４日）を各都道府県連盟宛に通知

しました。その中では、８月末まで自粛を要請していた宿泊を伴うプログラムについて、「部活動の合宿が再開

されているなど、地域の状況を踏まえたうえで、宿泊を伴う活動などについても実施できる」とし、その判断を県

連盟に委ねました。 

それを受けて、県内の感染状況、学校における授業や部活動の再開などの状況分析に加えて、県連盟理事

会、地区コミッショナーの意見などを慎重に検討しました。その結果、千葉県連盟では下記の理由から、引き

続き８月末まで宿泊を伴うプログラムの自粛を「例外なく」継続することにしましたのでお知らせします。 

 

① 学校再開から約1ヶ月が経過したものの、いまだ徐々に通常授業へ向かっている途上であり、夏休

みも短期間であること 

② 学校における宿泊学習を年度内は中止としている学校が多いこと 

③ 部活動も全面再開には至っておらず、対外試合なども７月中旬以降であること 

④ スカウトの活動が再開されてから日数も経っておらず、班や組の体制作りや技能訓練など宿泊を伴う

活動への準備活動と期間が十分とれないこと 

⑤ 千葉県における新規感染者数が増加傾向にあること 

 

私たちは地域からスカウトをお預かりしている社会教育団体として、保護者や地域からの信頼に応える責務

があります。本通知の趣旨をご理解の上、遵守願います。 

７月２日に東京における新規感染者数が１００人を超えて以来、連日１００人を超える日が続いています。千

葉県内の新規感染者数も増加傾向にあり、宿泊を伴わない活動であっても慎重な対応が求められます。また、

今後、各地域（自治体）で対応に関する要請がある場合は、その要請に応えることとします。引き続き、各自

治体、地域とも連携した対応をお願いいたします。 

なお、「スカウト活動における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」については、７月１０日に更新

が予定されています。更新時に改めてご連絡をいたします。保護者、スカウト、指導者が共に感染拡大防止に

取り組み、安心・安全を確保して楽しい活動を展開していきましょう。 

【本件に関するお問い合わせ】 地区コミッショナー経由、県連盟コミッショナー片寄まで。 
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